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炭
素
ゼ

ロ

運
動
に

み

る

環
境
倫
理

　

　
　

生

長
の

家
の

環
境
方
針
と

教
団
実
践

寺

　
田

　
喜

　
朗

　

本
稿
は、

我
国
に

お
い

て

最

も
積
極
的
に

環
境
問
題
に

取

り
組
ん

で

い

る

と

目
さ
れ
る
宗
教
団
体
で

あ
る

生

長
の

家
を
事
例
に
、

教

団
実

践
の

具

体
相、

共
有
さ
れ
て

い

る

環
境

倫
理

、

教
理

的
な
背
景
を
明
ら

か
に

す
る

と

共
に
、

新
宗
教
運
動
が
推
進

す
る

環
境
活
動
の

優
位
性
と

困
難
性
を
検

討
す
る

こ

と

を
目
的
と

す
る

。

　

生
長
の

家
は
、

副
総
裁
（
当

時
・

二

〇
〇

九
年
に

総
裁
就
任）

谷
口

雅

宣
（

一

九
五
一

1）

の

強
力
な
リ

ー

ダ
ー
シ

ッ

プ
の

下、

環
境
活
動
に

積

極
的
に

取
り

組
ん

で

き
た

。

．
一
〇
〇

〇

年
に

独
自
の

「

環
境

方
針
」

と

「

行
動
指
針
」

を

発
表
し

、

こ

れ
に

基
づ

い

て
、

翌

年、

本
部
・

総

本
山

が

ISO14001

の

認
証
を
取
得

、

．
一
〇
〇

七

年
に

は

全

事
業
所
が

認
証
取
得
を

完
了
さ
せ

て

い

る
。

会

員
家
庭
に

は、

電
気
・

ガ

ス

・

水

道
・

灯

油
・

ガ

ソ

リ
ン

お
よ

び

肉
食

日
数
を

記

入
す
る

「

生

活
の

記
録

表
」

が

配
布
さ

れ、

全

国
五

九

教
区
で

開
催
さ
れ

る

講
習
会
を

活
用
し
た

啓
発
活
動
が

定
期
的
に

行
わ

れ
て

い

る
。

さ
ら
に

二

〇

〇

七

年
か

ら

炭
素

ゼ
ロ

運

動
が

開
始
さ

れ
、

二

酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減
に

取
り
組
む
と
と

も
に

、

五

〇

〇
〇

ト

ン

分
の

排
出
権
を

購
入
し
た

。

一
、

○

＝

年
ま
で

に

本

部
・

総
本
山
・

別
格
本
山
で
、

二

〇

＝
ハ

年
ま
で

に

布
教
拠

点
五

九
事

業
所
で

炭
素
ゼ

ロ

の

実

現
を

目
指
し
て

い

る
。

連

動
し
て

太
陽

光
発

電
装

置
の

普

及
に

取
り
組
ん

で

お

り、

事
業
所
の

み
な

ら

ず、

会
員
家
庭
に
も

一

 

あ
た
り
五

万
円
の

助
成
を

行
っ

て

い

る

（

二

〇

〇

七

年

〜）
。

二

〇

一

〇

年
現
在、

七
七
四

人
の

会

員
家
庭
が
設
置

、

事
業

所
を
含
め
た

国
内

の

総
発
電
力
は

四
七
二

三

 

と

な
っ

て

い

る
。

な
お、

昨
年
か
ら
は

電
気

自

動
車
の

購
入
に

も
最
大
三

〇
万
円
の

助
成
を
行
っ

て

い

る
。

　
以
上
の

教
団
実
践
は

、

上
述
し
た
「

環
境
方
針
」

に

基
づ

い

て

推
進
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

現
在
の

地
球
環
境
問
題
は

「

国
家
の

枠
組
み
を

超
え
た
問
題
」

だ
と

い

う
認
識、

未
来
世
代
の

利
益
を

考
え
て

行
動
す
べ

き
と
い

う
「

世
代

間
倫

理
」

の

認

識、

八

間
を

自
然
の
一

部
と

し
て

捉

え、

自
然
を

支
配
し
よ
う
と

す
る

態
度
そ
の

も
の

に

環
境
問
題
の

原
因
を

見

出
す
「

人

間
中
心

主
義
か
ら
の

脱

皮
」

と
い

う
認
識
が

示
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

三

点
が
同
教
の

環
境
倫
理
の

要
諦
を
な
し
て

い

る
。

　
こ

の

認
識
の

教
理
的
背
景
に

は
、

「

山
川
草
木
国
土
悉

有
成

仏
」

「

有
情

非

情
同
時
成
仏
」

、

自
然

界
の

諸
々

の

事
象
に

「

観

世
音
菩
薩
の

説
法
」

を

読
み
取
る

仏
教
的
な
自
然
観、

お
よ

び

聖
書
や
古
事
記
等
か
ら
抜
粋
さ

れ
る

「

す
べ

て

は
一

体
」

の

思
想
が
あ
る

。

ま
た
、

ヒ

ン

ズ
ー

教
や
ネ
イ

テ

ィ

ブ
・

ア

メ

リ
カ

ン

の

教
え
を
は

じ

め
、

世
界
の

宗
教
す
べ

て

に

同
様

の

思
想
が

流
れ
て

い

る

と

さ
れ

る
。

そ
し
て

、

「

天
地
一

切
の

も
の

と

和

解
せ

よ
」

「

神
は

す
べ

て

の

渾
て

で

あ
る

。

（
略
）

一

枚
の

木
の

葉、

一

輪

の

草
花、

日

光、

空
気
（
略）

こ

と

ご

と

く
神
の

生

命
・

智
慧
・

愛
の

実

現
な
ら

ざ
る

も
の

は

な
い
」

等
と
い

っ

た

谷
口

雅
春
の、
言

述
が

引

証
さ

れ
、

開
教

当
時
か
ら

の

教
え
の

連
続
性
が
主

張
さ
れ

て

い

る
。

　
以
上
の

環
境
活
動
に

は
、

新
宗
教
運
動
特
有
の

優
位
性
と

困
難
性
が
看

取
さ
れ

る
。

生

長
の

家
の

環
境
活
動
は
、

谷
口

雅
宣
の

強
い

リ
ー

ダ

ー

シ

ッ

プ
の

下

に

推
進
さ

れ
て

い

る
。

ト
ッ

プ
ダ

ウ

ン

式
の

運
動
組
織
だ

か
ら

こ

そ
、

こ

れ

ら
の

先
進
的
な

取
り
組
み

が

可
能
に

な
っ

た
と

い

う
優
位
性

が

あ
る

。

他
方

、

環
境
問
題
へ

の

取
り
組
み

に

魅
せ

ら

れ

て

新
宗
教
へ

入
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信
す
る

者

が
い

な

い

こ

と

も
事
実
で

あ

り、

会
員
の

「

よ

ろ

こ

び
」

や

「

や

り
が

い
」

に

直
接
結
び

付
か
な
い

社

会
活
動
の

徹
底
が

、

教

勢
停
滞

の

遠
因
に
な
っ

て

し
ま

う、

と

い

う
困
難
性
も
あ
る

。

会
員
か
ら
の

「

専

門
家
の

受
け
売

り
で

言
わ
れ

る

よ

り、
「

人
問
と
は
」

「

神
と

は
」

等
々

の

宗
教
的

な
根

本
的

な
話
を
し
て

頂
き
た

い
」

と
い

う
不
満、
「

言
葉
の

力

を
以
て

人
類
を

光
明
化
し

よ

う
と

す
る
集

団
の

副

総
裁
が
、

（
略
）

人
類

の

幸
福
を
連
想
で

き
な
い

出
来
事
ば

か
り
を

集
め
て

不
安
感
や

恐
怖

感
を

煽
っ

て

い

る
」

等
と
い

っ

た

「

違
和
感
」

は

早
急
に

解
消
さ

れ
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

宗
教
活
動
と

社
会
活

動
の

バ

ラ

ン

ス

を

再
検
討
し

、

持
続
可
能

な

環
境

活
動
を

推
進
し

て

い

く
こ

と

が
同
教
に

課
せ

ら
れ

た
課

題
と

言
え

る
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と

め

寺
　
田

　
喜
　
朗

　
近
年、

宗
教
の

社
会
（
貢
献
）

活
動
へ

多
く
の

研
究
者
が

関
心
を

寄
せ

て

い

る
。

多
く
の

成
果
が
提
出
さ
れ

て

い

る

が、

中
で

も、

稲
場
圭

信
・

櫻
井
義
秀
編

「

社
会
貢
献
す
る

宗
教
』

は
、

こ

の

領
域
の

研
究
の

意
義
を

広
く
学
界
に
認
知
さ
せ

た
意
味
で

エ

ポ

ッ

ク
・

メ

イ
キ

ン

グ
な

成
果
だ
っ

た

と

思
わ
れ
る

。

同
書
は、

複
数
の

研
究
者
が、

さ
ま
ざ
ま
な

手
法
を
用

い

て
、

諸
宗
教
の

「

社
会

貢
献
活
動
」

を
論
じ
た

内
容
だ
が、

総
論
的
な

論
文
や
エ

ク
ス

テ

ン

シ

ヴ
な
手
法
を
用
い

た

論
文
が
複

数
収
録
さ
れ

る
一

方、

特
定
教

団
の

個
別
の

「

社
会
貢
献
活
動
」

に

照
準
し

た
ケ
ー

ス
・

ス

タ

デ

ィ

は

少
な
か

っ

た．、

ま
た

、

同
書
は

、

「

社
会

貢
献
活
動
」

を

様
々

な
カ

テ
ゴ

リ

ー

に

分
類
し
て

議
論
を
進
め
て

い

る
が、

環
境
倫

理
な
い

し

環
境
問
題
へ

の

取
り
組
み
に
つ

い

て

の

論
及
は

極
め
て

少
な
か
っ

た
。

本

パ

ネ
ル

は
、

同

書
が
指
摘
し
た

「

具
体
的
な
調
査

研
究
の

蓄
積
こ

そ

今
後

の

課
題
」

と
の

認
識
を
引
き
継
ぎ、

企

画
さ
れ

た
も
の

で

あ
る
。

　
周

知
の

よ

う
に

我
国
で

は、

公

害
問

題
、

お

よ
び
地

球
環
境
問
題
の

深

刻

化
の

報
道

−
資

源
枯
渇
・

環

境
汚

染
・

砂
漠
化
・

温
暖
化
等

1
を

受

け
、

既
に

様
々

な

宗
教
者
・

宗
教

団
体
が

環
境
問
題
へ

の

取
り
組
み
、

な

い

し

環
境

倫
理
に

対
す
る

啓
蒙
活

動
を

行
っ

て

い

る
。

本
パ

ネ
ル

は

（

地

球

環
境
に

関
わ
る

客
観
的

な
分
析
・

議
論
は
括

弧
に

置
き）
、

宗
教
者
・

宗

教
団
体
に

よ
る

環
境
問
題
へ

の

具
体
的
な

取
り
組
み

、

お

よ

び

提
唱
さ

れ
て

い

る

環
境
倫
理

、

さ
ら
に

現
代
の

若
者
の

問
の

自
然
観
な
い

し

基
層

的
な

（

ア
ニ

ミ

ス

テ

ィ

ッ

ク

な
）

心
性
に

照
準
化
し
、

ケ
ー

ス

ス

タ

デ
ィ

を

試
み

る

も
の

で

あ
る

。

　

本
パ

ネ
ル

の

意
義
は

、

以
下

の

二

点
に

あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

ま
ず、

教
団
と
い

う
形
態
を

採
ら
な
い

NPO

団
体
（

シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ

普
及
セ

ン

タ

ー
）

、

理
論
的
サ

ン

プ
リ
ン

グ

に

基
づ

い

て

選

定
さ

れ
た

新
宗
教
教

団
（

立

止

佼
成
会
・

生

長
の

家
）

の

ケ

ー

ス

ス

タ

デ

ィ

を

試
み
る
こ

と
に

よ

り、

こ

の

領
域
の

研
究
史
に

厚
み
を

加
え
る

、

と
い

う
意
義
で

あ
る

。

ま
た
、

現
代
の

若
者
達
の

モ

ノ

観、

自
然
観
を

実
証
的
に

検
討
す
る

作
業

も
、

研
究
史
L
、

重
要
な
意
義
を

有
す
る

と

考
え
る

。

い

ま
一

つ

は
、

学

界
内
外
に

対
す
る
情
報
発
信
で

あ
る
。

こ

れ

ま
で

上

掲
三

団
体
は、

い

ず

れ

も
積
極
的
に

環
境
活
動
を

推
進
し
て

き
た

に

も
か

か

わ

ら
ず、

学

界
お

よ

び
一

般
社
会
に
お
け
る

認
知
度
は

低
か
っ

た
。

こ

れ

を
ま
ず
は
学

界
に

お
い

て

共
有
し、

今
後
の

宗
教
の

社
会
（

貢
献
）

活
動
の

あ
り
方
を
検

討

す
る

有
効
な
素
材
と

な
す
こ

と

を

我
々

は

企
図
し
た

。

150（984）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


